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第１３８号 

２０２０年６月 

社会福祉法人 

下市町社会福祉協議会 
下市町ボランティアセンター 

下市町大字善城 140 番地１ 

℡５２－６１２５ 

子どもたちの安全を地域で守ろう！ 

４
月
１５
日
（
水
）
下
市
小
学
校
新
１
年
生
20
名
に
下
市
町
善
意

銀
行
（
川
岸
頭
取
）
よ
り
反
射
材
付
き
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
、
下

市
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
磯
矢
会
長
）
よ
り
防
犯
ブ
ザ
ー
、

交
通
安
全
協
会
と
吉
野
警
察
署
か
ら
安
全
グ
ッ
ズ
を
そ
れ
ぞ
れ
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
縮
小
し
た
形

で
の
贈
呈
式
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

子どもたちを交通事故や犯罪から守ろう！ 
 

 

 

 

 

 

（「いかのおすし」とは「いかない、のらない、おおきなこえ
をだす、すぐにげる、しらせる」のかしら文字をとった防犯標
語です。）子供たちが自らの身を守るために「5 つのお約束
（イカ・ノ・オ・ス・シ）」を守りましょう！ 

下市町民生児童委員協議会では、毎年小学１年生の新入学児童に「い

かのおすし」の形をした防犯ブザーを寄贈しています。 

下市町民生児童委員協議会から防犯ブザー 下市町善意銀行からランドセルカバー 下市町民生児童委員協議会から防犯ブザー 

 



                             

                             

                             

                             

 
 

社
会
福
祉
法
人 

 
 

下
市
町
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 
 
 

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
紹
介 

下
市
町
商
工
会
青
年
部
よ
り 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
用
に

マ
ス
ク
寄
贈
。 

         

５
月
１９
日
、
下
市
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
お
い
て
下
市
町
商
工
会
青
年
部
の

皆
さ
ん
か
ら
、「
地
域
の
高
齢
者
の
方
た

ち
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
マ
ス

ク
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
と
は
言
え
、

ま
だ
ま
だ
収
束
に
は
至
ら
ず
、
地
域
の

高
齢
者
の
方
た
ち
も
、
活
発
に
行
わ
れ

て
い
た
「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
等
」

の
活
動
は
い
ま
だ
に
自
粛
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
、
新
生
活
様
式
に
よ
り
サ
ロ
ン

等
が
再
開
さ
れ
た
場
合
に
着
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
サ
ロ
ン
代
表
者
に
寄

贈
さ
れ
た
マ
ス
ク
を
お
届
け
し
ま
し

た
。 

介
護
事
業
所 

 
 

介
護
支
援
専
門
員 

（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
） 

 
 

東 
 

博 

美 

 

  
 

 
 

 
 

   

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
４
月
１
日
よ

り
下
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
前
田
武
裕
と
申
し
ま

す
。
昨
今
で
は
、
少
子
化
や
高
齢
化
社
会

と
い
う
時
代
の
背
景
を
垣
間
見
る
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
に
不
安

を
持
た
れ
る
方
も
含
め
、
少
な
く
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
の
声
が
消
え
る
こ
と
な
く
、

そ
し
て
地
域
の
も
催
し
事
に
参
加
す
る
子

ど
も
を
増
や
す
た
め
に
は
、
地
域
に
元
気

に
す
る
知
恵
や
経
験
な
ど
を
豊
富
に
持
つ

高
齢
者
の
皆
さ
ん
だ
と
感
じ
て
お
り
、
地

域
福
祉
に
力
を
貸
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

未
熟
者
で
あ
り
ま
す
が
私
自
身
も
、
皆

様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
ご
意
見
ご
要
望

を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
下
市
町
が
よ
り
良

い
地
域
に
な
る
よ
う
精
一
杯
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

介
護
事
業
所 

 
 

介
護
サ
ー
ビ
ス 

提
供
責
任
者 

 
 
 

岡 

田 

惠 

子 

 

 ４月１日からケアマネージャーとして働かせ

ていただいています。下市町に住んで２０年く

らいになります。まだまだ経験も浅く、日々勉

強の毎日ですが、職場の雰囲気は明るく、あた

たかくとても働きやすいです。ご本人やご家族

が感じておられる困り事や希望を聞かせていた

だき、もし介護が必要になっても安心して生活

して行けるように一緒に考えて行けたらと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 ４月１日からケアマネージャーとして

働かせていただいています。下市町に住ん

で２０年くらいになります。まだまだ経験

も浅く、日々勉強の毎日ですが、職場の雰

囲気は明るく、あたたかくとても働きやす

いです。ご本人やご家族が感じておられる

困り事や希望を聞かせていただき、もし介

護が必要になっても安心して生活して行

けるように一緒に考えて行けたらと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

 この度、４月１日より下市町社会福祉協

議会に勤務させていただいております。 

 ３月末までは、下市町役場に勤務してい

ましたが、再任用で下市町社会福祉協議会

の訪問介護部門でお世話になることとなり

ました。 

 下市の住民の皆さんが笑顔で『住んで良

かった』と思って頂けるように頑張ってい

きたいと思っております。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

 ４月１日からケアマネージャーとして働か

せていただいています。下市町に住んで２０年

くらいになります。まだまだ経験も浅く、日々

勉強の毎日ですが、職場の雰囲気は明るく、あ

たたかくとても働きやすいです。ご本人やご家

族が感じておられる困り事や希望を聞かせて

いただき、もし介護が必要になっても安心して

生活して行けるように一緒に考えて行けたら

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

  

地域福祉担当 

前 田 武 裕 

 



                             

                             

                             

                             

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
相
談
受
付 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

 
 

 

下
市
町
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

 
 

 
 

（
☎
５２-

６
１
２
５
） 

 

【
受
付
責
任
者
】
吉 

田 

匡 

利 

【
受
付
担
当
者
】
中 

森 

征 

孝 

【
第
三
者
委
員
】
清
水 

徹
（
☎
53-

０
２
７
３
） 

 

【
第
三
者
委
員
】
中
久
保
勝
（
☎
５２-

３
７
９
２
） 

 

 

◇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童

に
関
す
る
施
設
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
）
に

対
す
る
処
遇
の
内
容
に
関
す
る
苦
情
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
に
関
す
る
苦
情
等
に

つ
い
て
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

◇
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
奈
良
県
運
営
適
正

化
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
医
師
、
弁
護
士
、
社

会
福
祉
士
、
大
学
教
授
な
ど
が
専
門
的
な
立
場

か
ら
相
談
や
必
要
な
助
言
を
行
い
ま
す
。 

 

●
奈
良
県
運
営
適
正
化
委
員
会 

（
奈
良
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
）） 

☎
・
Fax
（
共
通
）
０
７
４
４-

２９-

１
２
１
２ 

 
 

 
 

◇
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
は 

 
 

奈
良
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会 

 
 

 
 

☎
０
７
４
４-

２１-

６
８
１
１ 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０-

２１-

６
８
９
９ 

に
お
い
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

◎
令
和
元
年
度
に
お
い
て
下
市
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ
の
苦
情
相
談
は
０
軒
で
し
た
。 

【作り方】 

① シロップの材料を合わせて火にかける。 

砂糖が溶けたらボウルなどに移し、冷ましておく。 

② 3つのボウルに白玉粉を 50g ずつ入れ、ジュース、 

ヨーグルトをそれぞれに少しずつ加えてなめらかに 

なるまでこねる。耳たぶくらいの硬さにする。 

③ 鍋にたっぷりの熱湯を沸かす。②の白玉をひと口大 

に丸め、真ん中を少しへこませてゆでる。 

④ 白玉が湯の表面に浮き上がってきたらさらに１分 

ゆで、冷水にとる。 

⑤ キウイはイチョウ切りに、オレンジは果肉を取り出 

して半分に切る。 

⑥ 器にフルーツ、ゆでアズキ、水気をふいた④を盛り、 

シロップをかける。 

 

子育て支援通信  

【材料（子ども４人分）】 

・白玉粉・・・・150ｇ 

・好みのジュース２種類（オレンジ、マンゴ

ーなど）・・・各 50ml 

・ヨーグルト（プレーン）・・50ml 

・ゆでアズキ（加糖）・・・大さじ 4 

・キウイ・・・・１/4 個 

・オレンジ・・・１/4 個 

 

【シロップの材料】 

・砂糖・・・・50g 

・水・・・・・50ml 

 

カラフル 

白玉あんみつ 

緊急事態宣言が解除になりましたが、不要不

急の外出は控え家での楽しい時間を親子で共

有しましょう。 

お家カフェで『白玉あんみつ』を作ってみま

せんか 

  

 

 



                             

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
４
月
16
日
～
町
内
の
施
設
が
全
面
的

に
休
館
の
措
置
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
国
に
お
け
る

緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
地
域
か
ら
奈
良
県
が
除
外
さ
れ
る
と
と
も
に
、
県
に
お

い
て
も
部
分
的
な
緩
和
措
置
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
従
前
の
状
況
か
ら
の
変
化
が

み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
町
で
は
５
月
１６
日

か
ら
町
内
の
各
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
開
館
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

国
が
示
す
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
準
じ
た
感
染
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
使

用
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

国が示す「新生活様式」 

●一人ひとりの基本的感染対策 

感染防止の 3つの基本。 

① 身体的距離の確保 ②マスクの着用 ③手洗い 

●日常生活を営む上での基本的な生活様式 

 

 

 

 
 

※上記は国が示す「新しい生活様式」実践例の一部抜粋したもの

です。なお、厚生労働省のホームページでは上記の他、日常生活

の各場面別の様式や働き方の新しいスタイルなど掲載されてい

ますので、詳しくはそちらをご覧ください。 

 

 

下市町交流センターの使用について（国の指針を踏まえた使用） 

 ※奈良県は大阪府・京都府など大都市圏に隣接しており、今後においても十分な注意が

必要。 

【具体的な使用例】 

① 交流センターの使用については、必ず次の事項を厳守願います。 

ア） マスクの着用。 

イ） 人と人の距離、間隔を十分にとる。 

ウ） 常に部屋の換気を心掛ける。 

エ） 使用前及び使用後の手洗の励行。 

オ） ３密回避（密集、密接、密閉）の実践 

以上の厳守事項に基づく具体的な使用形態について 

・歌や楽器の演奏等マスクの着用が無理な場合の使用は控える。 

・ヨガやダンス等については国の具体的な生活様式に示されているとおり自宅等での 

実践を心掛けていただく。 

 

今後当分の間の交流センターの使用につきましては、十分な対策を講じた上での少人数で

の会議等に限らせていただきますのでご理解、ご了承くださいますようお願い申し上げます。 

 

 

下市町交流センターを開館します 

 
 


